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１．研究の背景

既存の社会システムや制度は、環境に対して優しくないという問題が指摘されており、我が国のみならず、世界的な課題となって
いる。これは既存の社会システムが部分的には環境に対する効率化の努力がなされているが、計算機やネットワーク網を活用で
きておらず、トータルには効率化が不十分なためである。

２．研究の目標

本研究では、環境社会システム実現に向けて、マルチエージェントに基づく計算論的社会メカニズム設計理論（計算機とネット
ワーク網を利活用することで、新しい社会システムや制度をトータルに構築することを目指す理論）を確立し応用を明らかにする。

３．研究の特色

これまで大変困難であった社会システムのトータルな効率化を、計算機とネットワーク網を前提とした価格決定、マッチング、およ
びルート最適化のメカニズムを用いて、初めて可能にする。これにより、世界初の環境社会システム実現の方法論を構築する。

４．将来的に期待される効果や応用分野

この環境社会システム実現の方法論の構築は、計算機やネットワーク網を効果的に応用した、複雑な物流、スマートグリッド、リ
アルタイム課金などの新しい社会システム実現につながる。さらに、国家間規模の大規模災害における復興計画支援システム
などへの応用が期待できる。
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